
 理事会報告書                                       

１．概要 

 臨時理事会  

日 時 平成 31年 2月 15日 18：35～20：50 

場 所 銀屋ビル 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、浦川純二、大石勝規 

志岐浩二、笹原順哉、池田章子、飯野朋彦、田中拓郎 

監事：平野英三 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）地区研修会における参加費徴収の件について 
   平成 30年度の実績を元に、地区研修会参加費を 500円と 1,000円で試算。参加費 500円だと 117,000

円で、1,000円だと 234,000円のプラス。新プロの C領域は 500円の 306名で 153,000 円の収益。学
会、学術大会、学術研修会は 1回に 2,000 円の 371名で 742,000 円。理学療法士講習会が 3,000 円の
294 名で 882,000 円。地区研修会で新プロ終了者だけでの参加は 141名の 1,000 円で 141,000 円。九
州ブロックでは佐賀県だけ無料、他県は 1 単位 500 円を徴収している。当会は会費が 7,000 円と最安
値だが研修会が 0 円。議論の結果、会費が何十年も上がっておらず他県と比べ安いこと、また赤字に
なりつつあることもあり、会費を上げる方向で検討することとなった。詳細は 2月 27日の組織運営検
討委員会にて検討。本議題については、審議は行われなかった。 

２）H31年度以降の研修会参加費一覧の件について 
平成 31 年度以降の研修会参加費一覧を作成。臨床指導者講習会が無料か、1,000 円～3,000 円程度取
る必要があるかまだ不明。JPTAの理学療法士講習会技術編は最低でも 5,000 円取る必要がありそう。
学術大会、学術研修会、理学療法士講習会基本編、理学療法士講習会技術編を事前登録制にして当日
との差額をつけることを検討する。詳しくは 2 月 27 日の組織運営検討委員会で詰める。本議題につい
ては、審議は行われなかった。 

３）釜山物理療法士協会MOUに関する方針について 
大村の学会は講師選定など具体的になっている。来年度の釜山との交流を検討。今後 1 年毎の交流と
なり、来年度は釜山から要請あれば研修会や講演で出向く形で話を振り、大村の学会には呼ばない方
向。今後ポスター発表を行えるような土壌作りをしていく。 

４）障害者スポーツ「ボッチャ」用具購入について 
障害者スポーツの啓発のため、県民啓発活動などでも使用する目的でボッチャボールセットを購入し
たい。価格は 44,604円で定価より安く購入可能。啓発として一般の県民の方々にも障害者スポーツに
触れてもらう。また、地区研修会等で会員に啓発を。予算は 300,000 円取っている。審議の結果、提
案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）メールによる意識調査における個人情報流出の件について 

教育学術局専門領域部より意向調査を県協会員認定・専門理学療法士へメールを送信した際に、誤っ
て他の送信者が閲覧できる状態であったことが判明。局会議で局員に周知した。対策として、個人情
報の取り扱いに対し注意喚起を行い、送信前に複数人で確認する。 

 ２）協会指定管理者(職域別)研修派遣報告について 
本報告については資料に目を通す形での報告となった。 

３）高橋財務部長の後任について 
      高橋財務部長の異動に伴い平成 31 年度から新たに財務部の部員を増やし、1 年かけて引き継ぎをした

い。後任は長崎北病院 10年目の増村広志先生。 
 ４）事務所移転までのスケジュールについて 
   3 月 1 日から新事務所入居可能となるよう申し込んだ。3 月 10 日に新事務所への引越し作業を予定。

現事務所にある通信機器関係は NTT の業者が新事務所に移設する。調整は石丸文光堂にお願い。事務
局員の田川さんは新事務所移転後は勤務困難なため、新事務員として河島さんと野上さんを挙げてい
る。正式な採用については 2月 19日現事務所に出向き作業内容を確認後。2月 19日、22日、26日に
事務所に来てもらい、申し送りを予定。上手くいけば 3 月 1 日からの雇用契約を結びたい。引っ越し
以降の田川さんの勤務は未定。 

（３）その他報告事項 
 １）学会監査について 

学会監査は 3月 22日に開催予定。 

 


